
去る平成２２年６月４日の第２３回ニューガラ
スフォーラム総会においてアスキー総合研究所
所長の遠藤諭氏がクラウドコンピューティング
に関する記念講演を行った。氏はこれまで月刊
アスキー（現在は「ascii」）の編集長や『計算
機屋かく戦えり』『ジェネラルパーパス・テク
ノロジー』（野口悠紀雄氏との共著）などの執
筆を通して IT分野のトレンドを紹介してき
た。クラウドコンピューティングはこの１０年
間にネット社会を大きく変革し経済構造さえ変
えるとも言われている。本稿ではクラウドコン
ピューティングとはどのようなものか講演概要
を報告する。

クラウドコンピューティングとは？

クラウドコンピューティングとはデータをイ
ンターネット上に置き，そのネット上にあるソ
フトを用いて処理するという利用形態を指す。
クラウド（cloud：雲）はコンピュータのネッ
トワークを表すが，これはコンピュータが繋が
っているネットワークの様子が雲のように見え
るためである。この言葉が使われ始めたのは

１９９０年代前半からといわれているが正式に認
知されたのは「検索エンジン戦略会議」（２００６
年８月）においてのグーグルのエリック・シュ
ミットCEOによる発表においてである。さら
にほぼ同時期（２００６年１１月）に米国の IT系
雑誌出版社であるオライリーメディアが主催す
るWeb２．０サミットで，現在の ITを牽引する
グーグル，アマゾン，マイクロソフトがクラウ
ドコンピューティングに関する発表を行った。
このように米国のコンシューマー向けの企業が
中心になってクラウドコンピューティングを発
展したことが特徴である。

コンピュータとネット社会の進化

クラウドコンピューティングはコンピュータ
やインターネットの進化に伴って登場してきた
ものなので，その背景を理解するためにコンピ
ュータとネットワークの進化を簡単に振り返
る。
そもそもネットワークを利用したコンピュー

タ処理は１９６０年代に遠隔によるコンピュータ
操作に始まる。１９５０年代に登場したコンピュー
タ（EDSACなど）はスタンドアロンとして使
われてきたが，IBM S／３６０などに代表される
コンピュータはリモート端末によってホストコ
ンピュータを操作できるようになった。しかし
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これは複数のコンピュータでネットワークを構
成していても，依然としてホストコンピュータ
が中央集権的にデータを管理している形態であ
った。その後，１９７０年代に企業の部門や大学
の研究室に設置しやすいミニコンピュータ
（DEC PDP―１など）が盛んになり，このミニ
コン同士を繋げることによって中央集権のない
ネットワークが構築され始めた。さらには１９８０
年代にはパーソナルコンピュータやワークス
テーションが登場し１９９０年代にはこれらのコ
ンピュータがイーサネットやインターネットプ
ロトコルなどで一気に繋がるようになり現在に
至っている。
このようにして構築されてきたネットワーク

により，個々のユーザー（企業，個人など）が
高性能のコンピュータを所有しなくてもネット
上のサービスの利用によって高速で大規模な処
理ができるようになってきた。多くの企業はク
ラウドコンピューティングの活用について，当
初メールやホームページの利用に限っていた
が，企業のシステム自体をネット上に構築して
運用する企業も徐々に出てきている。

なぜクラウドコンピューティングなのか？
その利点について

これまでシステムやデータはユーザーが所有
するコンピュータ上に保有して管理してきた。
これに対し，クラウドコンピューティングでは
ユーザーがサービス提供企業に利用料金を払っ
てシステムやデータを保有や管理をしてもら
う。ユーザー側からこの機能を利用する利点と
しては（１）実際に処理を実行するコンピュー
タは不要となり，そのコンピュータの維持費
（ハードウェアの消耗とデータのセキュリテ
ィー）も削減することが出来る。また（２）ネ
ット上の多くのサーバーを使っていることから
システムを利用するユーザー（顧客など）が増
えても処理速度が遅くなりにくい。さらに（３）
システムやデータを一括管理でき，ソフトの更
新など顧客に対する対応が迅速に効率よく行う

ことが出来るようになったことが挙げられる。
一方，サービス提供企業の利点としては，年

間を通じて使用頻度が一様でないサーバーを
ユーザーに提供することによってリソースを有
効に活用することが出来ることにある。

クラウドコンピューティングの特徴

クラウドコンピューティングの利用形態はお
およそ SaaS（Software as a Service），HaaS
（Hardware as a Service），PaaS（Platform as
a Service）の３つに分類される。SaaS はイン
ターネット経由でのソフトウェアパッケージの
提供であり，代表的なものにセールスフォー
ス・ドットコムの Salesforce CRMが挙げられ
る。ハードウェアやインフラを提供するものが
HaaS で，アマゾンのEC２（Electric Computind
Cloud）が有名である。PaaS はハードウェア
やOSなどの基板を提供してネット上のアプリ
ケーションを実行してもらうもので，グーグル
（Ape Engine）やマイクロソフト（Microsoft
Windows Azure）などが知られている。
クラウドコンピューティングの特徴にCAP

定理がある。これはデータの一貫性（Consis-
tency），システムの可能性（Availability），分
散処理（Partition）の３つのうち「分散処理」
を除く残りの２つのいずれかが実現できないと
いうものである。例えば並列処理おいてコンピ
ュータ間の処理能力に差があるとデータの「一
貫性」がなくなる。この欠点を補い信頼性を高
めるためクラウドコンピューティング用の多く
のプログラム（例えばMapReduce，BigTable，
GFS）の開発が進められている。

クラウドコンピューティングのこれから

クラウドコンピューティングは今後さらに高
信頼性，高拡張性を目指し地球上の多くのデー
タと連携して新たなビジネス分野を開拓してい
くであろう。このシステムを利用して成功した
例としてはアマゾンや iTunes ストアなどが挙
げられる。またマッシュアップと呼ばれる複合
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的なサービスも生まれている。これは複数の企
業や個人が提供しているサービスを組み合わせ
たもので，例えばアマゾンが提供する本を購入
するホームページに個人のブログがリンクされ
たものがこれに当たる。このサービスでは本を
購入するのに個人のブログを経由するとブログ
の提供者にも収入が生じるようになっている。
このようにネット社会はクラウドコンピューテ
ィングを利用して複合的・多次元的に進化し続
けていくと予想される。
一方既存の仕組みについてもクラウドコンピ

ューティングの利用が試みられている。ここで
はスイスの郵便局が自国の郵便配達システムに
米国の企業が開発したEarth Class Mail を導入
したことを紹介する。自宅宛の郵便物は全て
PCで確認でき，ダイレクトメールなどの不要
な郵便物は廃棄して残った郵便物は PC上で開
封するか（この場合郵便物は職員によって開封
しスキャンされた PDFファイルを読むことに
なる？！），直接自宅まで届けてもらうかを選
択するというものだ。プライバシーの守秘に関
しては疑問が残るが郵便配達に対し大幅なコス
トダウンが期待されている。
さらにネットの高速化に伴いリアルタイムウ

ェブ（twitter などのサービス）の到来や ipad
のようなネットのインターフェイスとしての役
割を為すタブレット PCの市場拡大が見込まれ

る。

筆者所感

パソコンやインターネットは実際にどうなっ
ているのか知らなくても使うことができる。筆
者もその一人であり今回の講演内容は理解して
いない部分が多々あった。そのため講演内容を
出来るだけ丁寧に伝えたつもりだが，説明不足
の部分についてはご容赦頂きたい。講演で遠藤
氏はクラウドコンピューティングという技術が
確実に進化し社会に大きな変革をもたらすとい
うことを強調していた。セキュリティーなどの
問題はあるが，企業にとってコストダウンが見
込まれこの技術の利用は加速していくだろう。
またクラウドコンピューティングの成長にはこ
のシステムを制御するプログラムの開発が不可
欠であって，プログラムの進化に伴い通信の速
さも扱うデータ量も大きく変わっていくであろ
う。その結果の一例としてポケベルから携帯電
話に移行していったように，近い将来はクラウ
ド専用 PCのような携帯パソコンが普及してい
るかもしれない。ともかくインターネットはさ
らに生活に密着した，生活になくてはならない
ものに近づいていくと考えられる。我々は時代
の変化に対してキャッチアップし対応していく
ことが求められている。

NEW GLASS Vol．２５ No．３２０１０

５０


